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光赤外線天文学大学間連携事業(OISTER) 
=中小口径望遠鏡を持つ大学・機関による有機的連合体

• 北海道大学、埼玉大学、東京大学、東
京工業大学、名古屋大学、京都大学、
兵庫県立大学、広島大学、鹿児島大学
の9大学と国立天文台が連携

• 英名：Optical and Infrared 
Synergetics of Telescopes for 
Education and Research (OISTER)

• 中小口径の望遠鏡を有機的に結びつけ
て、突発天体等の即時および連続観測
により、その物理現象の解明をメイン
テーマとした最先端共同研究の推進

• 天文学教育の促進（e.g.,初心者向け
データ解析講習会の開催、滞在実習の
実施）

https://oister.kwasan.kyoto-u.ac.jp



連携観測を使った研究と教育の二本柱

第一期：2011-2016年度

• 光学・赤外線大学間連携の観測ネットワークの構築

• 連携観測のための環境構築・整備、遠方ガンマ線バーストなどの突発現象の観測

• 教育事業

第二期：2017年-2021年度

• 光学・赤外線大学間連携の観測ネットワークの活用（大型望遠鏡では困難な最先端の共同研究を行
う）

• 重力波・ニュートリノの起源天体探査・超新星爆発などの突発現象の観測

• 教育事業

第三期：2022年度-

• マルチメッセンジャー天文学、時間領域天文学の推進

• 教育事業



OISTERの観測対象

系外惑星フレア

新星・矮新星

X線連星

ガンマ線バー
スト

超新星

活動銀河核

太陽系惑星

前主系列星

重力波

ニュートリノ

太陽系天体

第3期に向けたホワイトペーパー
https://oister.kwasan.kyoto-u.ac.jp

重力波は日本の重力波追観測グループJ-GEMに参加することで主に観測
ニュートリノ事象もJ-GEM派生グループと協力



OISTER連携観測の流れ

• 観測提案の応募（ToOについては随時応募も可）

• 観測検討会（PIと観測所が参加して相談）

• ToO発動、運用側が発動可否

• 各観測所で観測実施

• データ共有（京大のOISTERデータWevDavなどを通して共有）

• 解析

• 進捗報告会（PIと観測所が参加して相談）

• 論文化

• 回覧

• 論文出版

観測前にPIと観測者など関係者が観測について相談・アドバイスする観測検討会、観測後に
解析などを相談する進捗報告会が特徴的



OISTERの観測提案

• 申し込み資格者

• PIはOISTER所属機関メンバー、Co-PIはOISTER所属機関外であって
も可

• ToO (予期せぬ突発現象)、キャンペーン（time critical）の2種

• せいめい望遠鏡の募集に合わせて定期募集（年二回、5月頃、11月頃）

• ToOに限り随時募集を受け付け

• バッティングする観測は観測企画運営委員会が交通整理

• 観測受け入れ可否は各機関の裁量



OISTER観測提案書 A４を実質2ページほど
日本語、又は英語



OISTERを通したせいめい観測提案（24A, B）

• 24A: 10件、24B: 7件
• 京大側の観測受け入れ方針として、せい
めい望遠鏡とOISTERの他望遠鏡との連
携したToO観測提案のみ受付

• 上記を満たせば随時応募の提案も可
• せいめい望遠鏡京大時間の最大1割まで

OISTERで観測可
• 23FYのOISTER観測時間からのせいめい
観測実施は3件（ブレーザー、超新星、
AGN）

• 別途、研究グループが京大時間・共同利
用時間で確保したせいめい観測と
OISTER望遠鏡の連携観測を複数実施

• すべて合わせて、せいめい運用開始後に、
約15件のOISTER関連観測を実施



OISTERの研究成果数

OISTER連携観測による成果
（査読あり論文）

大学間連携事業による成果
（査読あり論文）

OISTER連携観測による成果
（プロシーディングス、

GCNC, ATelなど）

大学間連携事業による成果
（プロシーディングス、

GCNC, ATelなど）

大学間連携事業による成果
＝一部の機関を利用、大学間連
携事業で雇用された研究者によ
る成果などを含む

2024年現在7名が連携予算で
雇用

• 24FYもOISTER連携観測に
よる査読付き論文１本が出
版（Yoshitake et al. 2024, 
PASJ, 76, 251）

• せいめい望遠鏡を利用した
論文も出版



OISTER 23FY以降の出版論文

Horiuchi et al. 2023, PASJ, 75, 
584 
OISTER7台と外部1台の望遠鏡により、
日除けを搭載したスターリンク衛星
（バイザーサット）が従来のスターリ
ンク衛星と比較して、太陽光反射をお
よそ半分に低減することを明らかに

Yoshitake et al. 2023, 
PASJ, 75, 584
X線連星MAXI 
J1820+070の再増光に
OISTER/MITSuME望遠
鏡を含む多波長SED解析
とせいめい望遠鏡の可視
分光解析で降着円盤の進
化を評価。この他J1820
についてはOISTER観測
を利用した論文が2019年
以降3件

吉武さんスライド＠OISTERワークショップ

Beniyama et al. 2023, ApJ, 
955, 143
OISTER連携観測とせいめい
望遠鏡の独自観測などを合わ
せた微小惑星の研究



OISTERワークショップ
今年度は12月10日（火）-12日（木）姫路

テーマ「大望遠鏡時代の中小望遠鏡ネットワーク」

• 大望遠鏡と中小望遠鏡のシナジー

• 中小望遠鏡の潜在能力

OISTER外からの参加も大歓迎です。毎年

OISTER外からの参加も多いです。

毎年開催で今年度が第15回目

一昨年度から学生発表賞（口頭賞２名、ポスター賞

１名）を設けてます。OISTER内外問わず学生

の方の参加・発表をおまちしています。

OISTER観測データの研究から、装置開発（中には

紫外線衛星のセンサー評価も）など講演は多岐に渡

ります

現地参加者の三分の一以上が学生。
学生の発表も口頭１０件、ポスター７件。

これまでのワークショップのプログラム・スラ
イド・ポスター
https://oister.kwasan.kyoto-u.ac.jp/oister-
workshop/

昨年度は現地45名、オンライン47名が参加



参加機関でOISTERに関連し
た学位取得者数。OISTER連
携観測データを用いた研究、
OISTER参加望遠鏡の装置開
発など

OISTERは観測、研究、教育
事業を通して、学生教育に貢
献

OISTERの学位取得者数

修士博士

学士 合計



教育：OISTER談話会・装置開発講習会

年に２－３回のオンライン談話会を開催。参加者は４０－５０名。
談話会については、講師の方とも相談して、可能な範囲でOISTER外へもオープンにするよう調整中
次回は10月以降にX線連星の談話会を開催予定



教育：短期滞在実習



教育：データ解析講習会



京大OISTERのせいめい望遠鏡での活動

• 現在は、京大からは、太田、野上、村田、小路口（後者２名はOISTER予
算で雇用）がOISTERに運用メンバーとして参加。OISTER全体の取りま
とめを担う。

• 村田、小路口は岡山天文台に常駐しせいめい望遠鏡の運用に参加。村田は
TriCCS現地運用に参加

• 現在準備中のTriCCSデータサーバーのデータ保存領域拡張（TriCCS運用
報告参照）も様々な形でサポート

• せいめい望遠鏡立ち上げ期には、京大OISTER予算で雇用されたメンバー
が望遠鏡・装置開発に貢献
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